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４ 健全な水循環 

兵庫県では、健全な水循環を確保し、質の高い水環境づくりを進め、水環境及び土壌環

境の「環境基準」の達成を目標としている。 

河川流域の水環境については、環境保全上健全な水循環が保たれることが必要であり、

水源涵養に有効な森林・緑地、農地等の保全、多自然川づくり、ため池や水路構造への配

慮等について、県民の理解を深めつつ、流域の特性に応じて、上下流の協力などにより総

合的に取り組んでいくこととしている。（新兵庫県環境基本計画） 

 

4.1 水循環系の概念 

「健全な水循環系」の概念について、関係省庁は、「流域を中心とした一連の水の流

れの過程において、人間社会の営みと環境の保全に果たす水の機能が、適切なバランス

の下に、ともに確保されている状態」と定義している。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《流域における水循環系の概念図》 

 

4.2 「ひょうご水ビジョン」 

    水をめぐるさまざまな課題に対応するため、県をはじめ、市町、県民一人ひとり、

さまざまな団体やグループ、事業者など社会を構成するあらゆる主体の指針として兵

庫県が平成16年4月に策定したビジョン。 
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4.3 健全な水循環系の構築に向けた対応策 

兵庫県では、「ひょうご水ビジョン」に基づき、森林、農地、河川、水道、下水道な

ど様々な分野においての施策で水循環系を総合的に捉えた、様々な取り組みを進めてい

る。については、以下のようなものがある。 

武庫川水系においても、流域の自然特性や土地利用、社会活動、生活環境の特性を踏

まえ、健全な水循環系の構築を、関係機関と連携しつつ、県民との参画と協働のもとに

取り組んでいく。 

検討する主な取り組みの内容は以下のとおりである。 

（1）流域の貯留浸透・涵養能力の保全・回復・増進（水を蓄える、水を育む） 

森林の適正管理、農地の保全・利用、都市緑地整備、雨水貯留浸透施設整備等 

(2）水の効率的利活用（水を上手に使う） 

節水、雑用水利用、回収利用、用途間の水転用、既存施設の活用、地下水の適正利

用等 

(3）水質の保全・向上（水を汚さない、水をきれいにする） 

汚濁負荷の発生源対策、下水道汚水処理施設整備・高度処理、取排水地点の再編等 

(4）水辺環境の向上（水辺を豊かにする） 

都市・集落内の水面確保、河川等の維持流量・環境用水の確保、水辺環境の保全等 

(5）地域づくり、住民参加、連携の推進（水との関わりを深める） 

洪水被害の拡大を防ぐ地域づくり、上下流連携・協力、水文化の継承・創造保存・

再生等 
 

4.4 地下水の現状 

武庫川下流域の国道2号以南の地域では、昭和30年代まで工業用水として地下水が大

量に汲み上げたため、地盤沈下が進行し、ゼロメートル地帯となった。しかし、その後

の地下水汲み上げ規制により、近年では地盤沈下が沈静化し、低下した地下水位が回復

状態にある。 

また、市街地では雨水の地中への浸透が少なく、急激な表面流出となって排水路に流

れ込むため、透水性舗装等、各種施策が実施されての実施が行われているが、地下水涵

養機能は農地、森林に比べ少ない。 

 

4.5 地下水の保全 

地下水は水循環の中で、大きな役割を担っている。適切な地下水保全のためには地下

水の流動機構の把握解明（涵養域と地下水脆弱地域の把握）に努めるとともに、「水量」

と「水質」の面から以下のようなの取り組みを進めていく。としては、以下のようなも

のがある。 

(1) 森林農地の適正な管理 

(2) 開発に伴う涵養機能低下に対する維持確保 

(3) 生活排水の適正な処理 

(4) 有害物質等による地下水汚染の防止 

(5) 河川改修に伴う河床掘削時の対策 

(6) 地下水位のモニタリング 

 


